【質問内容】： 高血圧とはいえ、塩分5gは減らしすぎでは？
【問題番号】：E-67
42歳の女性。口渇、多飲および多尿を主訴に来院した。 

現病歴　：　1年前から義母の介護が始まり生活が不規則になった。1か月前から症状が出現した。 

既往歴　：　25歳時、アルコール性肝障害を指摘された。 

生活歴　：　飲酒は日本酒2合/日を22年間。喫煙歴はない。 

家族歴　：　姉、母親および母方祖母が糖尿病である。 

現　症　：　意識は清明。身長152cm、体重42kg。脈拍80/分、整。血圧154/92 mmHg。 

検査所見：　尿所見：蛋白(－)、糖4＋、ケトン体1＋。血液所見：赤血球420万、Hb 10.8g/dl、血小板 10万。血液生化学所見：随時血糖 406mg/dl、HbA1C 10.5％。AST 88IU/l、ALT 64IU/l、LD<LDH> 429IU/l（基準176～353）、クレアチニン 0.6 mg/dl。 

治療の組み合わせで正しいのはどれか。

　　摂取エネルギー量　　　　　　　塩分量　　　　　　薬物治療
a. 　　1300kcal/日　　　　　　　　　5g/日　　　　　　経口血糖降下薬

b.　 　1300kcal/日　　　　　　　　　5g/日　　　　　　インスリン
c. 　　1300kcal/日　　　　　　　　　8g/日　　　　　　経口血糖降下薬
d. 　　1300kcal/日　　　　　　　　　8g/日　　　　　　インスリン
e. 　　1700kcal/日　　　　　　　　　5g/日　　　　　　経口血糖降下薬
f. 　　1700kcal/日　　　　　　　　　5g/日　　　　　　インスリン
g. 　　1700kcal/日　　　　　　　　　8g/日　　　　　　経口血糖降下薬
h. 　　1700kcal/日　　　　　　　　　8g/日　　　　　　インスリン
【解答】：ｂ
【疾患名】：ミトコンドリア遺伝子異常
【診療科】：内分泌
高血圧治療ガイドライン(日本高血圧学会)によると、塩分制限における塩分摂取量は1日6g未満となっているので、5gのほうが適切と考えました。
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